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畑地 圃場整備 をめ ぐる土壌物理 の諮問起

椎名

1， ま えが き

最 近 使用 され て い る圃 場 整備 とい う言 葉 の 内容 は い ろ

いろ に理 解 され て い るが ， こ こで は次 の よ うに考 え る こ

と に す る 。

「水 田作や畑作経営 にお ける労政の生産性 を飛醒的に高

める た め に は， 栽 培 技術 以 前 の 問題 とし て， 生 産 基 盤 で

ある 桝地 それ 自体 が 労働 な らび に作 物 生 育 の両 側 面 にお

いて ，高 能 率 かつ 高 反 収 を期 待 し う る条 件 を具 備 す る こ

とが不 可決 で あ り， そ の よ うな土 地基 盤 を造 る た め に

は，治 山 ，治 水 工 事 か ら ダ ム，頭 首工 ，大 ポ ンプ場 ， 幹

線用 排水 路 の新 設 ， 改 修 な どの 基 礎 的工 事 を は じめ， そ

れに続 く一連 の末端工事，すなわ ち区画教理 や 交 換 分

合，農 道 あ る い は支 線 用 排 水 路 ， 暗 キ ョ， 明 キ ョ等 の圃

場用 排水施設や畑地 カンガイ施 設の整備 ，閲 乱 闘畑，

開園工事，客土，床締め，土層，土壌改良 な ど，いわ ゆ

る営 農 と直 結 した 土 地 基 盤 整備 が必 要 で あ り、 こ の よ う

な営 農 と田 結 した 土 地基 盤 整備 を と くに圃 場 整 備 と呼 ぶ

ことにす る」 （圃 場整 備 に 関 す る技 術 的 問 題 検 討 会 資 料

（ 1），農林水産技術 会議 事務局）。

し た が って ここ で い う圃場 整 備 工 事 は ， な ん らか の形

で水 と土 の コ ン ト ロ ー ル を 行 な う こ と を 意 味 し て お り，

すべ て の問 題 に土 壌 物理 の 知識 が 関連 し てい る こ に な

り， そ の問 題 ノ戟 も多 い。 しか もい ま 圃場 整 備 を畑 地 に限

って 考 えて み る と，水 田 団場 整 備 が事 業 研 究 とも に進 ん

でい る の と較 べ て ， そ の お くれ は大 き く， 試 験 研 究 は も

とよ り， 事 業 もま だ数 え るほ ど しか進 め られ てい ない 。

し た が って ， 圃場 整 備 と土 盛 物 理 の関 連 につ い て も予

想の域 を脱 しな い事 柄 が 多 い が， それ だ けに 研 究 成果 が

直接 事 業 に結 び つ く公算 も大 き く， 親 族 研 究 の意 義 も大

きい こ とに な る。 こ こ で は い ま ま で， 筆 者 が 関 係 した 調

査試 験 を通 じて 問 題意 識 と して感 じた 事 項 2 ・ 3 に つ い

て整 理 した こ とを述 べ て 参 考 に供 した い。

2． 区 頚整備 と土壌 物理 潅

労 働 生産 性 を高 め るた め に大 雅 機 械 を導入 で き る よ う

な区 画 を造 成 す る こ とは， 圃場 整 備 事 業 の 重 要 な 目標 の
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一つであ るが，整備 され た大区画内で土壌物 理性の差異

が極 端に存在 する場合 には作物生 育の不揃 い，施肥基準

の相 違 ， 機 械 作 業 へ の 障 害 な どか ら，大 き な 問 題 とな る

こ とが 多 い （ も ちろ ん化 学 性 につ い て も問 顧 は 大 き い

が， こ こで は主 と して物 理 性 につ い て の み 考 え る こ とに

する）。 そ こ で， これ ら の問 題 につ い て 考 え てみ るわ け

であ るが ， 最 初 に 区 画 に つ い て の 考 え 方 を統 一 して お く

必要 が あ る。

畑 地 の 区 画 の 概 念 に つ い て は ，統 一 され て い る と はい

えな い が 筆者 は ， お お よそ 次 の よ う に考 え て い 。

所有区 ：1 農家 の 1 所 有用地 の区画 とす る周囲全部 に

は普道固定施設がない。

耕区 ：誹起，整 地播 種，刈取 りなどの一連 の農作 業の

単位 として 考 え られ る 区 画 で ， 普 通 畑 で は 中 に 含 ま れ る

各農 家 の所 有 区 は い ず れ も同 一 作 物 を栽 培 す る こ と にな

る。 こ の区 画 は 輪 作 体 系 の設 定 の仕 方 に よ りまた 経 営 集

団の 発 展 に よ り， そ の形 状 ， 面 積 は 常 に変 って くる もの

で， 水 田 と比 較 す る と極 めて流 動 的 概 念 で あ る。 そ の大

き さ形 状 は 機械 作 業 効率 か らみ て も比 較 的 良 好 で あ りま

た一 辺 は大 型 機械 が 運 行 で き る道 路 に接 す る こ とが 条 件

であ る。

笹区 ：道路 （まれには水路） に囲まれた区画で，耕区

と同 一 に な る こ と もあ る 。 圃場 整 備 を行 な う とき の基 本

区画 であ り，機械化体体 系，営 肢体系，農地 保全， カン

ガイ排 水 ， 防風 林 な ど多 くの観 点 か ら合 理 的 な 形 状 ， 面

積とし な けれ ば な ら ない 。

経営 区 ：農家群 あるい は農業組織 などが 協業 または共

同で営農 を営む区域 で機械利用組織，共同 カ ン水組織 な

どと関 係 が 深 く， 圃 場整 備 ヰii業 の 計 画 を行 な う場 合 の最

小単 位 とな る もの で ある 。

結 局 諸 区 画 の う ち，所 有 区 は 主 と して 耕 地 集 団 化 の観

点か ら， 桝 区 は機 械 の大 き さ， 作 業体 系 な どか ら， 両 区

は営 農 ，農 地 保全 ， カ ン ガ イ排 水 な どか らそ の大 き さ，

形状が決め られるが，この場合土壌物 理性の偏差が，問

題に な るの は どの 区 画 で あろ うか 。 い ま 問 題 を土壌 物 理

性m 作物生 育一 機械作 業の関連 で考 える場合には，

最低 が 耕 区 ， 普通 の場 合 には 同 一 圃 区 内 に少 な くて も作

物生 育 に影 響 を及 ぼす よ うな物 理 性 の偏 差 が な い こ とが
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望ま しい 。 す な わ ち 圃場 整 備 計 画 を行 な う場 合 ， この こ

とに閲 し， 事 前 の判 断 が必 要 で あ るが ， これ は ， 従 来 か

ら行 なわれている土壌断面調査 を数 h a に一点程 度行な

えば 十 分 で きる はず で あ る。 た だ こ こ での 問題 は ，異 な

った土壌区が存在 した場合， おのおのの物理性が，生物

生育 ， 機 械 作 業 に及 ぼ す影 響 を明 らか にす る 必 要 が ある

わけ で ， こ の点 で の 調査 試 験 方 法 が確 立 され る必 要 が あ

る 。

こ の調 査 ， 試 験 方法 につ い て もま だ合 理 的 案 が ない

が， 重 要 な こ とは ， 現実 の 調査 組 織 で実 行 可 能 な こ と と

，そ の成果 から圃場整備計 画時におい て，土壌物理性改

良工 事 の必 要 性 が 判 定 で きな け れ ば な ら な い こ とで あ

る。 こ の よ うな観 点 か ら筆 者 の見 解 を述 べ る と次 の よ う

で あ る 。

（1） 圃場整備 計画地区 について，当初 1 ～ 3 h a に 1 点

づ っ ，土 層 層 序 ご と に 1 m の 深 さま で ， 定 容積 採土 を行

ない，最小容水量 （土柱法 ）， 毛管連絡 切断含水 塁 （素

焼板吸引法），仮比菰，現地水分量 （採上 時），硬度 （山

中式硬度計） を測定する。 この種の測 定であれ ば，乾燥

器， 秤 ， 素 焼 板 さ え あれ ば ， 20〕～ 30 0の 試 料 を ， 1 カ月

程度 で 終 らせ る こ とが で き る。

（2） 計 画 地 区 内 で ，生 産 力 の 相 当異 な る圃 場 をい くつ

か選 達 し， そ の土 壌 物 理 性 と化 学 性 を精 査 し， そ の原 因

を究 明 し，土 壌 物 理 性 に原 因 し て い る とき は， そ の 内容

と前 記 水 分 定 数 との 関連 を 明 らか にす る。

（3） 計画図面で導水路の配置 が決 ま り，おのおのの圃

区の形 状 ， 大 き さが 定 ま っ た な ら ば，（1），（2）の試 験 結 果

か ら問 題 とな る よ うな異 な った 土壌 物 理 性 を もつ 土 壌 が

混在 して い な い か ど うか を チ ェ ッ クす る， 混 在 して い る

場合 に は， な る べ く混 在 し ない よ うに道 水 路 配 置 を変 更

するの が よい が， 出来 ない 場 合 に は， そ の 改 良 対 策 を樹

立す る。

以 上 はま った くの筆 者 の粗 菓 で あ り， しか も大 変 労 力

のか か る， め ん ど うな調 査 で あ り， 団 場 整 備 に あ た っ

て， こん な こ とま で行 な う必 要 は ない の で は な い か とい

う意 見 も聞 か れ る が ， これ は単 に， 機械 作 業 一作 物 生 育

一土 壌 生産 力 とい う， 技 術 的 な関 連 の み で は な く， 実

は， 圃 場整 備 の大 きな 目標 の 一 つ で あ る ，営 農 改 善 のた

めの耕 地 の集 団 化 に関 係 し て い る こ とで あ る。

農 家 は耕 地 の 集 団化 の意 義 は理 解 して も， い ざ交換 分

合とい うこ とに な る と，長 い 間 の耕 作 地 に愛着 を もち ，

土地 生 産 力 の差 異 を理 由 に し て なか なか ， 交換 分 合 が進

まな い 場 合 が 多 い 。 こ の よ う な と き 確 実 な デ ー タ を も っ

た説 得 と， ま た そ の対 策 が 必 要 で あ り， この種 の 調査 ，

試験 は 合 理 的 圃場 整 備 事 業成 立 の きめ手 で あ る とい っ て
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も過 言 で は な い 。 ま た作 物 団 地 の形 成 に あ た って も， こ

の調 査 結 果 は 重 要 な 基礎 資料 とな る こ とは 間 違 い な い 。

3・ 造成整地工事 と土壌物理性

前述 の区画整理 と土壌物理性 の問題 は，造成整地工事

を伴 う場 合 には ， さ らに大 き くな る。 切 土 ，盛 土 部 分 が

同一 園 区 内 に存 在 す る こ とは 避 け得 な い の で ， 下 層 土

（切土） の土壌物理性 と，盛 土部分の土壌 物理性 を調査

し， 同 一 圃 区 内 で 大 きな 生産 力 的 差 異 が お きな い よ うな

計画 が 必 要 とされ る。

い ま ま で行 なわ れ た い くつ か の事 例 をみ て み る と， こ

の 問題 は ，急 傾 斜 地 帯 な ど の テ ラ ス造 成 ， 地 形 修 正 を行

な うよ うな大 き な造 成 工 事 にお い て は ， 問 題 点 が 明 確 で

あ る とい う意 味 か らは ，比 較 的 処 理 し易 い （対 策 が 簡 単

だ とい う意 味 で は ない ） む しろ ， 小 規模 な 傾 斜 修 正 と

か， 部 分 的 整 地 を行 な う場 合 に は問 題 は 複 雑 で あ る。

す なわち，急傾斜地帯の テラス造成，地形修正 工事 な

どにお い て は， 表 土 扱 い な ど を行 な うこ とは ま ず 不可 能

で， 下 層 土 の 露 出 は さけ られ な い か ら，下 層 土 の 理化 学

性を調 査 し， これ らの 改良 対 策 を樹 て れ ば よ い。 ま た こ

の場合 の 栽 培 は果 樹 類 が ほ とん どで あ る か ら，全 地 区 の

土壌 改 良 は あ る程度 の 年月 を か け て 行 な うこ と も可 能 で

あ る 。

これ に 対 し， 普通 畑 地 帯 な どで ， 小 さな段 落 差 の つ い

てい る畑 区画 を拡 大 し よ う とす る と，一 団 区 内 を少 な く

と も， 同 じよ うな地 形 に修 正 す る必 要 が あ り， 小 規 模 で

ある が ，土 の移 動 が 行 なわ れ る。 こ の場 合 ， 造 成 は部 分

的で あ る か ら，表 土扱 い な どの行 な え る可 能 性 は 小 さ

く， 同一 圃区 内 に表 土 の厚 さ の異 な る部 分 が 生 じる ばか

りで な く，部 分 的 に下 層 土 が 露 出す る場 合 も あ る。

こ の よ うな ケ ース で は， 計 画時 点 で， 土 壌 物 理 性 の変

化が， 作 物 生 育 に与 え る影 響 を判 断 す る こ と は大 変 困 難

であ り， 事 後 処 置 が 必 要 と な る場 合 が多 いが ， 事 後 処 置

とし て は第 1 華 で述 べ た調 査 ，試 験 の他 に， 表 土 の厚 さ

を全圃場 につ いて，検土杖 などで，調査 し，下層土が不

良な場 合 に は， な るべ く下 層 上 が露 出 し ない よ うな運 土

計画 が樹 立 す る こ とが 大 切 で あ る。

4・ 土 層改良 と土 壌物理性

圃場整備車実 の目的 は，労働 および土地 の生産 力の積

極的 向 ヒをは か る もの で あ る か ら，名 種 の技 術 的 施 策 と

と もに ， 畑 土壊 そ の も の の生 産 力 的 制 限 ， 阻 軍 国 子 を最

大限 に消 去 した 高 位 生 産 圃 場 を造 成 す る こ とが 霞 要 で あ

る」す なわ ち 土 壌物 理 性 が 娃 産 力 の 阻 害 因 子 とな って い

るような畑地帯 では，大型工 申機械 が入 る圃場整備工事
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時に ， 改 良 を行 な うこ と が経 済 的 に も有 利 に な る わ け で

あ る。 そ こで ， ど の程 度 の土 壌 物 理 性 が畑 作生 産 に とっ

こ制 限 因 子 とな るか が 重 要 な研 究 課 題 で あ る が ， ミ土 壌

肥料分野における試験研究上の問題点モ で， 山本氏は東

北地 方 に お け る多収 穫 地 の解 析 デ ー タか ら， そ の 最低 条

件を 次 の よ うに定 めて い る。

「火山性，非火 山性土壌 とも，表層 30cm 以 内の物理的

条件 として， p F l．6 以下 の大 間ゲキ 5 ％以上，土壌 三相

分布 の うち，気相 18％以上， p F 2．6～ pF 3 ．0 相 当水分 量

5 0m m 以上，硬度24以下（山中式硬度計）」

これ らは 主 と して土 壌 間 ゲ キ の存 在 型 態 に着 日 した 基

準で あ り， この 条件 以 下 の場 合 に は ，改 良 が 必 要 と され

る と し て い る 。

これ に対 す る筆 者 の意 見 は次 の とお りで あ る。

（1） 圃 場整 備 事業 に お い て ， と りあげ るべ き土 層 改良

は， 当然大規模改良工事 であるか ら，普通大型機械 の深

耕と，改 良 資 材 の投 入 な どで は ， 目的 を適 し得 な い もの

をま ず 目標 に す べ き で あ る。 こ の よ うな観 点 か ら は， 少

くと も 1 m 程 度 の土 層 深 につ いて ， 改 良 目標 を設 定 す べ

きで あろ う。 す な わ ち， 30cm 以 下 の不 良 下 層 土 の生 産

力に与 え る影 響 を明 らか に し， これ らの 改良 対 策 をは か

るこ とが大 切 で あ る。

（Z） この場 合 改 良 目標 基 準 と して 採用 す べ き，物 理 的

諸性質 は，通気性 ，透水性 ，硬度 などが，主 要な もの と

な る で あ ろ う。

（3） 30c m ま で の改 良 日頃 として は， 前 記 の もの で大

体よ い と考 え られ る が ，筆 者 の経 験 か ら い う と， 有 効 水

分量 の50 m m は や や大 き す ぎ る き ら いが あ る と同時 に，

有効 水 分 量 を増 大 させ る よ うな土 壌 改 良 は なか なか 困難

な場 合 が多 く， む しろ 有 効 土 層 を深 くす る こ と が 大 切

で， カ ンガ イ計 画 とあ い ま って ，下 層 土 の改 良 の必 要 性

が高 く な る も の と思 わ れ る 。

4・ 土地生産 力向上対策 と土 壌物理性

畑地帯の圃場整備 においては，労働生産性 と同時に土

地生 産 力 を向 上 させ な けれ ば ，そ の 日的 を達 す る こ とは

で き ない が ，特 に水 田 と異 な り， こ の面 で の 公 共 投 資 が

いま ま で ， ほ とん ど行 なわ れ て い な い の で 計画 す べ き技

術的施 策 は多 いが ， そ れ を土 壌物 理 性 との関 連 か ら区 別

する と，侵 食 対 策 ， 干 湿 菅 対 策 の 二 つ に な る。

1． 侵 食対策

土壌侵 食 と土壌物理性 との関連 については，土壌，土

木の分 野 で い ま まで 多 くの研 究 が 行 な われ て い る が， 圃

場整 備 との 関 係 で は次 の よ うな， 諸 課 題 の究 明 が大 切 で

あ る 。

（1） 区画拡 大に伴 う侵 食対策 従 来の狭 小な区画が数

h a の規模 の圃区に拡大 された場合 ，圃区内 にお ける，

水の流 下 距離 は 当 然長 くな り，侵 食 は加 速 され る こ と に

な る 。

特 に作 物 団 地 を形 成 した よ うな場 合 に は輪 作 体 系 に伴

な って ， 地 被 の な い期 間 が あ る程 度 存在 す る ケ ース が 多

く， この 時期 が た ま た ま 豪 雨 時期 に 重 な った りす る と，

10 0 m 近 い裸 地 を水 が9森下 す る こ とに な り， 相 当 の ガ リ

ーが 発生 す る場 合 な ど も見 受 け られ る。 こ の よ うな侵 食

の対 策 と して は ，流 下 距 離 を短 か くす る こ とが大 切 で，

圃区 内 に グ リー ンベ ル トを設 け る とか ， ア ゼ型 ，薄 型 テ

ラス とす る とか の案 が 考 え られ る。 これ ら のい ず れ の 方

法を採 用 す る として も， 土 壌 物 理 の面 か らは ， 畑 地 にお

ける降 雨 の浸 潤 ， 流 下 の メ カ ニズ ム， 一 時 的 タ ン水 とそ

の浸透機構，作物生育へ の影響 などの課題が究明 され る

こ と が 必 要 で あ ろ う。

（2） ウ ネ 方 向 と便 宜 対 策 傾 斜 地 に お い て ウネ は等 高

線に平 行 に設 け る こ とは， 常 識 で あ るが ， 圃場 整 備 後 に

おい て は ， い ろ い ろ な理 由 か ら，必 ず し も ウネ は等 高 線

に平 行 に 設 け られ る とは 限 らな い。 例 え ば次 の よ うな場

合で あ る。

（カ 道 路侵 食 を小 さ くす る た め ，等 高 線 に平 行 に主 要

道路 を配 置 した 場合 を考 え る 。 キ ャベ ツ ， カ ン ラ ンな ど

のソ菜 類 の 防 除 で は道 路 に加 圧 装 置 を お き ， こ れ ら ホ ー

スで農 薬 を散 布 して ゆ くか ， この とき は ウネ間 を歩 か な

けれ ば ，作 物 を傷 め て大 き な損 失 を こ うむ る。 した が っ

て，道 路 に対 し て直 角 に ウネ を設 け る こ とが必 要 で ， ウ

ネは等 高 線 に直 角 と な ら ざ る を得 ない 。 また 収 穫 物 の道

路ま で の運 搬 に して も， 上 記 ソ菜 類 な どで は， 一 斉 に収

穫す る こ とは な く， 市 場 価 格 とに ら み 合せ なが ら 部分 的

に収 穫 して ゆ くので ， ウ ネ は道 路 に直 角 に設 け な い と，

搬出 の 労 力 は極 め て 多 くな る。

㊤ 冬 期 栽 培 され る ソ菜 類 で は， そ の地 方 で ほ ぼ定 ま

る風 方 向 が生 長 に大 き な影 響 を与 え る場 合 が あ る。 す な

わち ウネ は風 向 に対 して 直 角 に設 け な けれ ば な らず ， こ

のた め 等 高線 に平 行 に な ら な い場 合 が あ る。

④ 中，大 型機械 の運転 に熟練 しない農家 では， 5 ～

6 0 以上の傾斜 で等高線 ぞいの耕 うん重 けい作 業 を行な

うこ とが 出 来 な い場 合 が あ る。

これ らの理 由はいず れ も，圃場整備 計画 において修 正

する こ とが可 能 た場 合 もあ る が ， ま た不 可 能 な場 合 もあ

る0 不 可能 な場合 には，傾斜方向 の長い ウネの侵食対策

を樹 立 し なけ れ ば な ら ない が ， そ の主 要 な 内容 は土 壌 物

理性 と くに 透水 性 の改 良 と，改 良 剤 の利 用 に よ る侵 食 対

策な ど で あ ろ う。
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（3） 機械利用 と侵 食対策 大 型機械 を利用す る と，車

輪の 踏 正 に よ り土 壌 が 圧 縮 され ， 透水 性 が不 良 に な る場

合が あ る。 これ に関 して の土 壌 物 理 的 研 究 は ，土 壌 分 野

で， 2 ・ 3 の知 見 が 得 られ て い るが ， こ の土 壌 圧 縮 と

土壌 侵 食 加 速 との 関 係 につ い て は， あま り試験 研 究 が ，

行な わ れ て お らず ， 今 後 の課 題 で あろ う。

機 械 利 用 との関 操 で ，い ま一 つ の歪 要 な こ とは， 機 械

の作 業 効 率 を， 高 め る上 か ら， で きる だ け道 路 を枕 地 と

して ，利 用 す る こ とが 大 切 で ， この場 合 ，道 路 側 溝 は ，

放物 線 形 土 水 路 ， また は 草 生 水 路 とす る と よい。 こ の よ

うな， 草 生 水 路 ， 土 水 路 の土 壌 物 理 的研 究 は ， ほ とん ど

なく，草種 別の土壌構造変化，透水性変化な どについて

の研 究 が ，進 め られ る必 要 が あ る。

2． 干温幸対策

（1） 畑 地 排 水 の 問題 点 わ が 国 の畑 地 帯 の 多 くは， 地

下水 が 低 く， ま た 透水 性 の良 い土 層 か ら構 成 さ れ て お

り， 湿 害 を うけ る こ とは少 ない 。 し か し一 部 の 畑 地 帯 で

は ， 湿 害 が 問 題 と な る と こ ろ も あ る 。

例えば，北海 道十勝 平野の畑作地帯 では，地下水位が

高いた め，北見付近の畑作地 帯では，春先凍土 の上 に融

雪水がたま るため，また束海 地方 の鉱質土壌で は，地表

面下 20 ～ 30cm に極 め て不 透 水 性 な土 層 が 存 在 す るた め

に ，湿 害 が お き てい る。 ま た 波 状地 形 の所 な どで ， 圃場

整 備 の た め ，谷 を うめ て整 地 を行 な うとか ， 同 じ く侵 食

谷 を うめ て整 地 を行 な うと か した場 合 ，従 来 の 地 表 流去

水の 自然 排 除 の 水 み ち が断 たれ る た め， 一 時 的 湿 害 が 問

題 と な る こ と も あ る 。

こ の よ うな 場 合 の 対 策 と し て は 次 の よ う な こ と が あ げ

ら れ る 。

① 地表水の排 除 地表水 が，圃場 内にいつ まで停滞

す るこ とは， 湿 害 の 大 きな 原 因 とな る か ら ， これ は， 速

か に排 除 され な けれ ば な ら ない 。 こ の た め に は ， 圃 区内

の 傾斜 を うま く利 用 して， 道 路 ぞ い の排 水 路 に ，水 を導

くのが よい が ，薄 型 テ ラス な どに整 地 して お く と，非 常

に便 利 で あ る。 特 に大 きな 整 地 を行 な う場 合 に は ， 前述

の造成整地 と，土壌物理性 の項で述べた よ うな調査 試験

を，地 表 排水 系 統 の調 査 と併 せ 行 うこ とが必 要 で あ る。

◎ 地中過剰水 の排除 畑地 の湿害にほ，二 つの タイ

プが あ る。 1 つ は地 下 水 面 が 高 い こ とに原 因 す る も の

と， 1 つ は表 層 か ら 1 m 内 に不 透 水 性 の土 層 が存 在 し，

この上 に豪 雨 時 に一 時 的 滞 水 をす る こ とに よ る も の で あ

る。 前 者 につ い て は ， 原 則 と して 暗 キ ヨ と明 キ ヨ に よ っ

て 地下 水 面 を下 げて や る必 要 が あ る。

この た め の一 般 的 基 準 は ， 水 田 の 曙 キ ヨ排 水 に準 じれ

ば よい が ，乾 燥 が進 み 過 ぎ て も， 作 物 の生 育 に 障 害 とな
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るので，地下水面 は普通作物 で 60 ～ 10（九m ，果樹類 では

8 0～ 15（九m 程度 の深 さま で 下 げ る よ うに計 画 して や れ ば

よい。 北海 道 開発 局 の調 査 に よれ ば ， 畑地 暗 キ ヨの 埋設

深さは ，泥 炭地 ， 火 山土 と も，従 来 の 基準 よ り， や や浅

く 0．6 m 程 度 ， 間 隔 は最 低 泥 炭 地 で は ， 18 m で 良 い と

し， この よ うに埋 設深 を浅 くす るこ とに よ り， 工 事 費 が

大幅 に軽 減 され る と して い る。 この 場 合土 壌 物 理 的 観 点

からは，地下水 位 と作物生 育，特に地 下水 面上の毛管上

昇と， 蒸 発 散 の 関 係 な どに つ い て ， さ らに研 究 が 進 め ら

れる こ と が 望 ま し い 。

また 畑 地 で は，土 壌構 造 が 前 述 の よ うな， 改 良 目標 よ

り悪 い 場 合 に は 暗 キ ヨ で い くら排水 して も，湿 害 をそ れ

ほ ど軽 減 す る こ とので き ない こ とが あ る か ら， こ の場 合

に は， 暗 キ ヨ排 水 と同 時 に，土 層 改 良 を行 な うこ とが 必

要で あ る。 こ の方 法 と し て は， 客 土 ， 深 耕 ，心 土 破 砕 ，草

生に よ る改 良 な どが 考 え られ る。 後 者 の不 適 性 土 層 が存

在す る とき に は ，原 則 とし て こ の不 適 水 性 土 層 を破 壊 す

る こ とが 必 要 で ある。 こ の場 合 ， 圃場 全面 を破：壊 しな く

て も， あ る間 隔 で破 砕 してや り，停 滞 水 の横 流 動 を起 さ

せ て ，不 透水 層 以 ‾F の透 水 層 へ の水 を導 くこ と もで き る

不通水性土層 の破砕が困難 な場合 には， この土層部分

で 暗 キ ヨ排 水 を行 な う。

ま た 耕 土 が桟 い場 合 に は ，一 時 的 明 キ ヨに よ る排 水 で

も十 分 効 果 の あ る場合 も多 い 。

以上の諸対策は一応 の技術 的 目安 であ り，土 壌物理的

研究課題 としては，不 飽和土 壌中の浸透，土壌構 造 と水

の浸 透 機 構 な ど につ い て ， 研 究 が 進 め られ なけ れ ば な ら

な い。

（2） 畑 地 カ ン ガイ の 諸 問 題 圃 場 整 備 に あた っ て， 干

害 の被 害 が 多 く予 想 され る地 帯 に つ い て ， 畑地 カ ンガ イ

を行 な うこ とは 当 然 で あ る が ， 畑 地帯 の総 合 的 生産 力 を

高 め る た め に も，新 た な観 点 か らの水 利用 の 開 発 が 重要

で あ る 。

乾 燥 地 帯 の 畑 地 カ ン ガ イで は ， カ ン ガ イ水 は そ れ な し

に は， 作 物 生 産 が 行 な わ れ ない とい う意 味 を も っ てい る

が， わ が 国 の よ うな ，湿 潤 地 帯 の畑 作 で は ， そ の よ うな

意 味 は も たず ， 肥 料 ， 農 薬 な ど と同 じ く， 土 地 生 産 力 を

高 め る た め の役 割 を に な っ て い る。 この こ とは ，乾 燥 地

帯 では ， 作 物 の 生 育保 証 を カ ン ガ イの 直 接 目標 とす れ ば

良 い の に対 して ，湿 潤 地帯 で は， 生 産 力 を高 め る こ と を

直 接 の 目標 に しな けれ ば， 経 済 的 に成 立 しない こ とを示

し て い る 。

した が って ， 畑地 カ ンガ イの 目 的 は ，生 産 力 を高 め う

るあ らゆ る効果 を ね ら うべ き もの で ，一 時期 の水 分補 給

のみ に 限 る必 要 は な い。 わ が 国 の水 田 カ ンガ イに お け る
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水利用 は ，非 常 にす ぐれ た もの と して ，世 界 の注 目 を あ

びてい るが ， こ の場 合 で も， 水 利 用 の 目的 は単 に水 稲 の

生理上 の必要性 だけでな く，水温，雑草防除，栽培管理

作業 ，肥効促進 など，多 目的でむ しろ植物性生理 上の水

分補 給 よ り他 の 目的 の効 果 の方 が ， 高 い とい っ て も過 言

ではない。畑作の場 合のみ，植物生理上必要 な水量 の補

給だ け を， カ ン ガ イの 目標 と しな けれ ば な ら な い理 由 は

存在 し ない ，例 え ば， 北 海 道 か ら九 州 にわ た る畑 作地 帯

で，従 来 の水 分補 給 だ け の 目 的 で は， 経 済的 に成 立 しな

い地 域 で も，次 の よ うな他 の 目的 で の カ ン水 と防 徐 ，飲

雑用 水 な ど を併用 す れ ば， 用 水 事 業 と して は， 十 分採 算

の合 う場 所 も多 数 あ るはず で あ る。そ して こ の た め に は ，

土壌 物 理 的 面 か ら，研 究 を進 め技 術 的体 系 を確 立 し な け

れば な らない 課 題 も多 く， そ の 主 な もの を， あ げ る と次

のよ う で あ る 。

① 栄 養 管 理 の た め の カ ンガ イ・ カ ンガ イ水 白 休が 含

む栄 養 分 の土 壌 へ の 補 給 ，土 壌 水 分 を コ ン トロ ールす る

こと に よ って 肥 効 を促 進 させ る効 果 ，液 肥 と して散 布 し

上層 全 体 の肥 効 を高 め る効 を高 め る効 果 ， 大 型 散 水 器 を

使用 して タ イ肥 ， 尿 な ど を散 布 す るこ とに よ る効 果 な ど

をね ら って カ ン ガ イ を行 な う もの で あ る。 土 壌 物 理 的 観

点か ら は，水 と養 分 の浸 透 ，保 持 ， 消 失 の関 係 を明 らか

にす る こ とが 重要 で あ る 。

㊤ 栽 培 管 理 の た め の カ ンガ イ 播 慮， 走 値涛 期 に散

水して や り， 発 芽 ，生 長 を促 進 させ る効 果 ， これ は特 に

春播 ， 夏梼 原 菜 な どで は， そ の生 育 収 量 に与 え る影 響 ：ま

大きい 。

ま た 機 械 化 作業 体 系 に お け る土 壌 水 分 コ ン トロ ール の

効果 ， 例 えば 大 土 塊 の 散 水 に よる破 砕 ， 乾 燥 に よ って 固

くな る土 壌 で ，散 水 に よ って 耕 うん整 地 を容 易 に し， 機

械作業 効率 を高 め る効 果 ， 砂 地 な どで ，乾 燥 に よっ て ス

リッ プす る の を防 止 す る効 果 な どで あ る。

土 壌物理 的研究 課題 としては，主 として土壌 水分状 態

土粒 子

野 外で緻 密度 と構造 を調べ，実験室 で粒径組成 を測 る

－白分 の領 分 に 関係 の あ る土 壌 の物 理 性 とは そ ん な程

度の も の と思 い こん で き た私 に と って ， これ で はい か ん

と思 い 知 ら され た 経 験 が さい き ん あ っ た。

そ の一 つ は， 水 田の 表 層 か ら溶 脱 した鉄 ， マ ンガ ンが

‾F 層 で定 量 的 に・沈 殿 して い るの か ， あ るい は一 部 が沈 殿

し他 は逃 げて い るの か に 関 心 を もっ て私 は ，水 田各 層 の

鉄， マ ンガ ン含 量 に層 位 の 厚 さ を掛 け て， そ の値 で溶 脱

量と集 積 量 を定 量 的 に比 較 した 積 りで い た。 し か し あ と

で冷 汗 が 出 た こ とに は容 積 塁 を計 って い な か っ た ♂）だ っ

た！ 鉄 ∴ マ ンガ ン含 量 を重 量％ で 出 し て お き な が ら，

と機 械 作業 の 関係 に つい て ， 多 くの知 見 が集 積 され るこ

とが 大 切 で あ る。

④ 災 害 防止 のた めの カ ンガ イ 用 意 され た 水 量 で の

千バツ防止，散水 による潮風害，塩害，風食，凍霜苔の

防止 な どの た め の カ ン ガ イで あ る。

土壌物理 の面 からの研究課題 として は，土 壌水分変動

と作 物 生育 との関 係 ，特 に水 分 変 動 範 囲 と作 物 収 量 との

相関 関 係 を作 物 別 に建 量 化 す る こ とが大 切 で あ る。

④ 管 理 作 業 の 省 力 化 散 水 カ ン ガ イ施 設 に お い て

は，流 水 エネ ル ギ ー を利 用 して ， 防 除 ，施 肥 をま った く

省力 化 して 行 な うこ とが可 能 で あ る。 土 壌 物 理 的研 究 課

鮎は少 ないが，土 壌構造 と液肥 の浸入保留の関係 は解明

され な けれ ば な ら ない 。

以上畑地用水 の多目的利用 については，未解決 の問題

が多 く，土 壌 物 理 のみ な らず ，作 物 ，機 械 ， 土 木 な ど多

くの研 究 者 の参 加 が 必 要 で あ り， こ の協 力 に よ っ て生 み

だされ る で あ ろ う技 術 体 系 臥 非 常 に お くれ てい る わ が

国の柵 地 生 産 力 を高 め るた め の基 幹 技 術 とな るで あ ろ う

ことは間 違 い ない 。

6． あ とが き

編 集 者 か ら モ圃場 整 備 をめ ぐる土 壌 物 理 の諸 問題 ミ と

いう題 を与 え られ た と き， 簡 単 にひ き うけ て し ま っ た

が， 圃 場 整 備 を， 筆 者 の 専 門 で あ る畑 地 に 限 って 考 え て

みて も， ま った くバ ク然 とした 対 象 で あ り， い ま ま で の

調査 ，試 験 も ほ とん ど な く， 筆 者 の関 係 し てい る 2 ， 3

の調 査 地 区 につ い て も， ま だ結 論 は得 られ て い な い た

め ， ま っ た く ま と ま っ た こ と を 書 く こ と が で き ず ， 単 に

経験 の 錠 横 と問 題 点 の羅 列 に 終 って しま っ た こ と を， お

わび した い。

今 後 畑地 帯 の 圃場 整 備 は ます ます 盛 ん に な っ て ゆ き，

土壌 物 理 学 の知 識 の必 要 性 が ，高 ま っ て ゆ くも の と思 わ

るが ， そ の とき の研 究 の あ しが か り共 な れ ば幸 い で あ る

容積 壷 をぬ きに して ， 溶 脱 と集 積 の ≒定 量 的 ミ 検 討 と銘

うつ こ とは で き な い 。気 が つ い た の は 学 会 に 発 表 した あ

とだ っ た 。

二つ めは水田 （乾田）において作土の還元が波及す る

深さ， 鉄 ， マ ン ガ ンが沈 殿 す る部 位 と程 度 。 要 す る に水

田土 壌 の 断 面 形 式 は ，土 層 の構 造 性 に き わ め て 大 き く支

配され る こ とが さい き ん しみ じみ 解 って き た。 従 来 土 性

や透 水 性 で 説 明 され て き た が ， これ は 間 接 的 で ， 直 接 的

には土 層 の空 ゲ キ の塵 と分 布 パ タ ー ンが酸 化 還 元 ，鉄 ，

マン ガ ンの沈 殿 を規 制 す る主 因子 とし て とら え られ ね ば

なら な い 。

ミ化 学 屋 ミ の 物 理性 へ の無 理 解 は も は や お愛 矯 で はす ま

されず ， せ め て物 笑 い に な らな い程 度 に は勉 強 し な けれ

ばと焔 感 して い る。 （農 技 研 三 上 正 則 ）


